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分類 種名 

数量 
備考 第四回 

(2022.2) 

第三回 

(2021.1) 

第二回 

(2019.12) 

第一回 

(2018.12) 

魚 

ツチフキ 34 94 約 30 約 40 
2016 年 10 月放流種、 
準絶滅危惧（福岡県）、 
絶滅危惧ⅠB 類（環境省） 

モツゴ 約 100 183 約 100 約 60 2016 年 10 月放流種 

ミナミメダカ 約 100 210 500 以上 500 以上 
2016 年 10 月放流種、 
準絶滅危惧（福岡県）、 
絶滅危惧Ⅱ類（環境省） 

ヒメダカ - 2 - - 品種改良による観賞魚 

底生 

動物 

ミナミヌマエビ 
数えきれな

いくらい 

多数 

数えきれな

いくらい 

多数 

数えきれな

いくらい 

多数 

1,000 以上 
 
 

ヤゴ（クロスジギンヤンマ） 3 - 約 10 -  

ヤゴ（ギンヤンマ） 1 7 - 約 10  

ヤゴ（オオヤマトンボ） - - - 2  

ヤゴ（シオカラトンボ） 15 10 - 約 20  

ヤゴ（イトトンボ科） NEW 1 - - -  

コガタノゲンゴロウ 100 以上 110 約 50 約 50 
絶滅危惧Ⅱ類（福岡県）、 
絶滅危惧Ⅱ類（環境省） 

ウスイロシマゲンゴロウ 2 10 5 5 準絶滅危惧（福岡県） 

ヒメゲンゴロウ  NEW 1 - - - 

体長約 1cm 

ヒメミズカマキリ - - 2 約 10  

ミズカマキリ - 1 - - 準絶滅危惧（福岡県） 

ヒメガムシ 4 10 約 10 約 20  

キイロヒラタガムシ NEW 2 - - -  

カワニナ 50 以上 107 約 30 - 
2017 年 2018 年に放流 

（宮ノ陣の水路で捕獲） 

シジミ属  NEW 1 - - -  

カエル ヌマガエル 1 1 - -  

備考 その他の外来生物は オオカナダモ（水草）、ハブタエモノアラガイ（貝） 
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宮ノ陣ビオトープ新聞 

池

干

し

大

作

戦

で 

た
く
さ
ん
の
生
き
物
を
確
認
！ 

 

今
回
の
ビ
オ
ト
ー
プ
池
の
生
物
調

査
で
は
、
魚
三
種
、
カ
エ
ル
一
種
、
底

生
動
物
十
二
種
、
外
来
生
物
二
種

の
計
十
八
種
の
生
物
が
確
認
で
き
ま

し
た
。 

 

調
査
結
果
は
、
下
表
の
よ
う
に
、

新
し
い
仲
間
が
四
種
増
え
ま
し
た
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
ガ
ム
シ
の
仲
間
は

様
々
な
場
所
で
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
新
た
な
種
が
加
わ
っ
た
こ
と
や
、

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
る
コ
ガ
タ

ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
、
昨
年
に
続
き
百

匹
以
上
確
認
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
全
て
捕
獲
で

き
た
訳
で
は
な
い
た
め
、
今
回
確
認

で
き
な
か
っ
た
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
も
生

息
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

一
方
で
代
表
的
な
魚
類
で
あ
る

ツ
チ
フ
キ
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

原
因
は
様
々
な
条
件
が
重
な
っ
て
生

じ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
外
来
生

物
で
あ
る
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
に
よ
る
影

響
が
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
「み
や
の
じ
ん
こ
ど
も

ビ
オ
ト
ー
プ
新
聞
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
昨
年
見
つ
か
っ
た
観
賞
魚

ヒ
メ
ダ
カ
が
繁
殖
し
て
い
な
い
か
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査

で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

池の水を抜いて生物を救出する様子 

 

「
池
干
し
」
と
は
、
元
々
は
農
業

用
の
た
め
池
を
管
理
す
る
た
め

の
方
法
の
一
つ
で
、
農
閑
期
（
冬

が
多
い
）に
、
池
の
水
を
抜
い
て
天

日
干
し
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
行

為
を
「
掻
い
掘
り
（
か
い
ぼ
り
）
」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
め
池

は
、
農
業
用
の
水
源
確
保
の
た
め

に
造
ら
れ
、
田
畑
に
水
を
供
給

す
る
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
は
、

魚
や
エ
ビ
な
ど
を
放
流
し
、
食
料

確
保
の
機
能
も
有
す
る
な
ど
生

活
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
し
た
。
た
め
池
は
管
理
さ
れ

な
い
状
態
が
続
く
と
、
水
質
が
悪

化
し
た
り
、
外
来
種
の
繁
殖
場

所
に
な
っ
た
り
、
好
ま
し
く
な
い

影
響
も
出
ま
す
。
よ
っ
て
、
農
業

用
で
は
な
い
池
に
お
い
て
も
、
水

を
抜
い
て
池
底
を
天
日
干
し
す

る
こ
と
に
よ
り
水
質
の
改
善
や

生
物
の
保
全
が
図
れ
ま
す
。 

二
月
十
八
日
、
梅
の
花
が
咲

く
ビ
オ
ト
ー
プ
に
て
、
池
の
生
物

が
さ
ら
に
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
繁
茂
す
る
水

草
や
藻
類
の
除
去
、
外
来
生
物

の
駆
除
な
ど
を
行
い
、
同
時
に
生

物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
は
、
池
内
に
生
息
で
き
る
生
き
物
が
く

ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
学
習
や
実
践
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
池
の
水
を
抜
い

て
、
生
態
系
の
保
全
や
水
質
を
改
善
す
る
た
め
の
「
池
干
し
」を
二
〇
一

八
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、
四
回
目
に
な
る
池
干
し
を
二
〇
二
二
年
二
月

に
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
、
昨

年
に
続
き
非
公
開
で
実
施
し
ま
し
た
。 

表 池干しで確認した主な生物 



みやのじんビオトープこども新聞                                       みやのじんビオトープこども新聞 

  
 

みやのじんビオトープは、水
みず

、土
つち

、緑
みどり

などいろいろな環境
かんきょう

に生
い

きものがくらせるようになるため

につくられ、人
ひ と

が生
い

きものについて学
まな

ぶばしょです。この「みやのじんビオトープこども新聞
しんぶん

」は

生
い

きものやきせつのこと、イベントや学習会
がくしゅうかい

のことなどをお伝
つた

えします。 

みやのじんビオトープこども新聞
しんぶん

 

表 池干しで確認した主な生物 

み や の じ ん ビ オ ト ー プ は た く さ ん の い き も の の 

た い せ つ な す み か だ よ ！ 

水
みず

がながれるせせらぎ 

虫
むし

がくらせる

草
くさ

むら 

橋
はし

の上
うえ

から魚
さかな

の 

すがたが見
み

える 

魚
さかな

のすみかゾーン 

生
い

きもの 情 報
じょうほう

が 

わかる掲示板
け い じ ば ん

 

竹
たけ

と土
つち

など自然
しぜん

の

材 料
ざいりょう

でできた道
みち

 

水
みず

はふった雨
あめ

をため

て使
つか

っている 

きせつごとに 

いろいろな花
はな

がさく 

カワニナがたくさんくらすせせらぎ 

ミナミメダカなど 魚
さかな

がくらすゾーン 

竹
たけ

と土
つち

でできた環 境
かんきょう

にやさしい道
みち

 

学 習 会
がくしゅうかい

のようす（コロナ前
まえ

） 

池
いけ

ぼ し し た ら こ ん な 生
い

き も の が い た よ ！ 

みやのじんビオトープの池
いけ

の水
みず

をぬいて、くらしている生
い

きもののしゅるいや数
かず

を調
し ら

べまし

た。池
いけ

の中
なか

には、魚
さかな

だけではなく、虫
むし

の仲間
な か ま

もたくさんすむことができます。トンボのよう虫
ちゅう

や、これまで数
かず

が減
へ

っていたけれど最近
さいき ん

増
ふ

えてきたコガタノゲンゴロウという水
みず

の中
なか

を泳
およ

いで

くらすゲンゴロウの仲間
な か ま

もたくさんいました。魚
さかな

の仲間
な か ま

では、ミナミメダカはたくさんいました

が、ツチフキという名
な

まえの魚
さかな

はきょ年
ねん

より少なくなりました。 

なんのために池
いけ

ぼしするの？ 

池
いけ

の水
みず

をぬいて生
い

きものがくらしやすくする

ためにおこないます。そのためにどんな生
い

き

ものがくらしているのかを調
し ら

べたり、増
ふ

えすぎ

た外来
がいらい

生物
せいぶつ

をとったりすることが大切
たいせつ

です。 

コガタノゲンゴロウ 

・体
からだ

の長
なが

さは 3 センチくらい 

・水
みず

の中
なか

でくらしていても、空
そら

を

とぶこともできる 

・水
みず

の中
なか

にいる魚
さかな

や昆虫
こんちゅう

など

をつかまえて食
た

べます 

魚
さかな

の 仲間
な か ま

ツ チ フ キ が 少
すく

な く な っ た の な ぜ ？ 

ツチフキは、コイの仲間
な か ま

で水
みず

の流
なが

れがゆるやかな浅
あ さ

い川
かわ

や用
よ う

水路
す い ろ

にくらしています。虫
むし

や

植物
しょくぶつ

などいろいろなものを食
た

べます。「ツチフキ」という名
な

まえは池
いけ

の底
そ こ

の砂
すな

や泥
どろ

（ツチ）を

口
く ち

からすい込
こ

んで、えらからふき出
だ

す（フキ）ことからついたと言
い

われています。口
く ち

は砂
すな

をす

い込
こ

みやすいように下向
し た む

きについています。水
みず

の底
そ こ

の土
つち

におわんのようにくぼんだ巣
す

をつく

り、そこに卵
たまご

をうんで、オスがまもります。 

おわん 型
がた

にくぼんだ巣
す

 

池
いけ

の底
そこ

 

卵
たまご

をうむ 

今回
こんかい

の生
い

きもの調査
ち ょ う さ

で、ツチフキの数
かず

はきょ年
ねん

より少
す く

ないことがわかりました。左
ひだり

の絵
え

のようにツチフキは卵
たまご

をうむときは、

砂
すな

や土
つち

でできた池
いけ

の底
そ こ

に巣
す

をつくります。

植物
しょくぶつ

がふえた時
と き

を想像
そ う ぞ う

してみてください。

植物
しょくぶつ

が多
おお

くなりすぎると、巣
す

をつくることが

むずかしくなります。みやのじんビオトープ

では、オオカナダモという名
な

まえの植物
しょくぶつ

が

かなり増
ふ

えていましたので、かりとって巣
す

が

つくりやすいようにしました。 ツチフキと巣
す

のようす 

水
みず

は土
つち

の中
なか

でつながって、

まわっている 
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